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第６章　まとめ

　また、屋敷地Ａの東側に、Ⅱ区 SD12・SD17 等を北・東辺区

画溝とする屋敷地Ｂが成立する。屋敷地Ｂの成立時期は不詳だ

が、区画溝内より 17 世紀前半に遡る遺物も出土していること

から、あるいは近世Ⅰ期に屋敷地Ａと共に成立した可能性も考

えられる。調査区内では屋敷地の北東隅部を確認したのみで不

明な点は多いが、屋敷地Ａとの位置関係からすれば、ほぼ同規

模の屋敷地と考えられる。

　近世Ⅲ期

　本期は、19 世紀前葉～末頃を想定する。本期に属する遺構に

は、Ⅱ区 SD23・SD24 がある。近世屋敷地は、本期には継続し

ない。両溝は、現状の地割に合致し、おそらくは農地に伴う用

排水路と考えられる。土層断面にみられる近世耕土層の広がり

からも、調査前の景観が本期にまでは遡るものと考える。

第２節　香川県内出土の有舌（茎）尖頭器について

　既述したように、本遺跡からはほぼ完形の有舌尖頭器１点

129が出土した。供伴する土器資料はなく、後出する遺構から

の混入資料であり、それ自体の位置付けは困難である。したがっ

て、香川県内の出土資料を集成し、以下若干の比較検討をおこ

なうこととする。

　香川県内からは、現在 32 遺跡・地点より 39 点が出土している。

この中には、報告書では有舌尖頭器とされてはいるものの基部

が欠損していて判断に迷う資料や、三条番ノ原遺跡や池下遺跡

のように可能性はあるが断定できない資料は含めていない。ま

た、東かがわ市五名地区、さぬき市雨滝山西麓、まんのう町長

尾で出土が報告されているが、資料を実見しておらず、集計か

らは除外した。その他未確認の資料がある可能性も否定できず、

実数はもう少し増えることと思われる。

　出土資料は、表採資料が多く、調査により出土した資料も、

後世の遺構や包含層等からの混入資料が大半で、年代的位置付

けが困難である。こうした傾向は本県に限られたわけではなく、

資料の性格に起因するという指摘もある（白石 2010）。この中で、

複数資料が出土した遺跡・地点は７箇所あり、いずれも２点が

出土している。また、香西南西打遺跡と西打遺跡、川原遺跡と

本郷遺跡、川津一ノ又遺跡と川津六反地遺跡、郡家一里屋遺跡

と郡家原遺跡等、近接した遺跡で出土する例が数例ある。これ

らの遺跡では、例えば川原遺跡と本郷遺跡のように、両遺跡で

ほぼ同形態の資料が出土し、その製作時期が近似していること

を示していることは、周辺に当時の集落等が所在した可能性を

示唆するものと考える。

　素材はサヌカイトが多数を占め、ほかに頁岩と泥岩が各１点

ある。このうち泥岩とされた長砂古遺跡資料については、実見

できておらず、その正否は不明である。おそらくは頁岩等他の

石材の可能性が考えられる。

　集成した尖頭器は、大型 16 点（長さ 8.3㎝以上、幅 2.2 ～ 3.3㎝）、

中型 16 点（長さ 5.6 ～ 7.5㎝、幅 1.8 ～ 2.7㎝）、小型６点（長さ

4.2 ～ 4.7㎝、幅 1.5 ～ 2.7㎝）の規格により大きく３類に分類され、

大型と中型で８割以上を占める。

　次に形態について分類を行う。分類の基準は鈴木氏の分類案

（鈴木 1986）に従い、主に身部と基部の形状により細分を試みる。

分類の詳細は第６表を参照されたい。分類の結果、基部は平基

のものが、身部は外彎形態がそれぞれ多数を占める傾向が指摘

できる。また、大型と中型で、形態の酷似する資料があり（例

えば、中型の城山、原中村と、大型の迯田南、小山・南谷例等）、

規格の相違は、狩猟対象に対する選択を示唆しているものと考

える。

　さて、鈴木氏は分類の結果、基部の形状に注目し、１～４段

階の変遷を想定された。氏の変遷案は主に関東地方の出土資料

をもとに組み立てられており、若干の地域差はあるだろうが、

全体的な変化の方向性として普遍性を有すると考える。本地域

の資料は、氏の変遷案で第３段階後半の様相を示すものが主体

を占めるといえよう。

　そうした中で、本遺跡出土の資料は、細身で大型・尖基・外

彎形態を呈する本県では唯一の出土例であり、上記した資料群

よりは古い様相（第２段階）を示している。尖基式のものは、

本県では島嶼部や低位段丘上（前田東・中村遺跡、十川東・平

田遺跡）を中心に出土しており、主体となる資料が多く出土し

た沖積扇状地の遺跡群とは立地において差が認められること

も、上記想定と矛盾しないものと考える。

　今後は資料の集成をさらに進めると共に、周辺地域の資料と

の比較検討などを進める必要があり、また土器資料と供伴した

良好な資料の出土を期待したい。

引用・参考文献
白石浩之 2010「縄文時代草創期」『日本列島の旧石器時代遺跡　－日本旧石

器（先土器・岩宿）時代遺跡のデータベース－』

日本旧石器学会

鈴木道之助 1986「新東京国際空港№ 12 遺跡の有舌尖頭器をめぐって」『千葉

県文化財センター研究紀要　10』
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十川東・平田遺跡 ( 香川県教育委員会　2016 年 )
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第６章　まとめ
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第 118図　香川県内出土有舌尖頭器実測図１
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十川東・平田遺跡 ( 香川県教育委員会　2016 年 )
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第 119図　香川県内出土有舌尖頭器実測図２




